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出して脂肪酸組成を測定したところ,飽和脂肪酸分画の増
加,不飽和脂肪酸分画の減少を認め,この飽和脂肪酸を外
因性に血管平滑筋細胞に添加したところ,細胞増殖が著明
に抑制されるという結果が得られました.
以上の結果から,動脈硬化の発症予防においては,脂肪
酸の「量的変化」ではなく「質的変化」が重要であり,脂肪
酸組成とその組成を調節する触媒酵素を標的とした食習慣
の改善など,新しい予防戦略の構築につながると期待され
ます.
地域高齢者の介護予防・認知症予防を推進するための戦略
について
亀ヶ谷忠彦
（群馬大院・保・リハビリテーション学）
認知症はわが国の高齢者が要介護状態となる原因の2位
を占めており,認知症の予防は喫緊の課題である.軽度認
知障害 (mild cognitive impairment:MCI)高齢者は認知症
へ移行する危険が高いため,認知症予防の必要性が特に高
いといえる.
運動は高齢者の認知機能低下を抑制し,認知症の発症数
を減少させることが多くの疫学研究によって示されてい
る.ウォーキング等に代表される有酸素運動は認知機能の
改善を目指すプログラムの多くに取り入れられて有効性が
報告されている.運動によって認知症の発症を抑制するた
めには定期的に一定量の運動を継続すること,すなわち運
動習慣を持つことが有効である.
わが国では,認知症予防事業が介護保険制度における地
域支援事業の一つに組み込まれる形で推進されている.行
政が主導する認知症予防事業はMCI高齢者を含む地域高
齢者が認知症予防に取り組むきっかけを早い段階から提供
するうえで有効な手段である.われわれは運動プログラム
を中心とする認知症予防プログラムの開発と効果検証を自
治体と連携しながら行なっている.運動プログラムは有酸
素運動,筋力トレーニングを複合させた内容であり,頻度
は週1回,期間は3ヶ月間を標準としている.運動プログラ
ムは脳活性化リハビリテーションの原則に基づいて参加者
同士が楽しく交流しながら身体を動かすための工夫が盛り
込まれている.地域のボランティアは参加者の活動を支援
し,楽しく活動的な雰囲気作りに貢献している.楽しく活
動的な運動プログラムは認知機能を効果的に活性化し,一
緒に活動する仲間や地域のボランティアとの交流は運動を
習慣化するきっかけとなる.
地域に在住する多くの高齢者が認知症予防に効果が期待
できる活動に早い段階から取り組み,活動の継続を支援す
るための仕組み作りが求められている.
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超高齢化社会を向えるにあたり,「地域包括ケアシステ
ム」の構築が推進されるなか,リハビリテーションはその
中心的役割を担うことが期待されている.実際に群馬県内
では自治体の要請により理学療法士が活動を開始してい
る.
介護予防を進める上で重要なことのひとつに個々の対象
者の状態把握が挙げられる.これまで理学療法で用いられ
てきた評価項目としては筋力,柔軟性,片足立ちなどのバ
ランスに加え,基本的な移動動作能力の評価として,歩行
速度,1分間あたりの歩数であるケイデンス,椅子から起立
し目標物でUターンした後,椅子に再度着席するまでの時
間を測定するTimed Up and Go test(TUG)等が代表的で
ある.歩行動作や立ち上がり動作については,基礎的な動
作解析研究から疫学的研究まで幅広く実施,活用されてい
るが,我々はこれらの評価尺度では表せない動作の質的側
面に着目している.
Sit-to-Walk task(STW)は椅子座位姿勢から立ち上が
り,止まることなく目標地点まで歩行する過渡的動作であ
り,日常生活でも頻繁に行われているが,健常成人の場合,
立ち上がり動作が完了する前に歩行が開始されていること
が示されている.このような動作能力はfluidityと呼ばれ,
脳卒中後患者や転倒歴を有する高齢者ではfluidityが低下
することが報告されている.fluidityの評価として,重心の
前方への速度変化から算出されるFluidity Index(FI)が用
いられている.FIの測定には三次元動作解析装置といった
高価で大型な機器を要することもあり,地域高齢者を対象
とした研究は限られている.しかしながらFIは転倒予測
や介護予防活動の効果判定に有用な指標となり得る.高価
な機器を必要とせず,簡便な測定を可能するといった課題
を達成するため,現在,加速度計を活用した研究を行って
いるので,これを紹介したい.
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